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S28a MAGNUMプロジェクト (2) ダスト反響法に基づく活動銀河の近赤外変
光曲線のモデル解析
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MAGNUM プロジェクトでは活動銀河核の可視紫外光変動に対する近赤外光変動の遅延時間を精度良く決定す
ることを目指して、活動銀河核の多波長モニター観測を進めている。これまでに複数のセイファート銀河につい
て、すでに一年以上に渡って高い観測頻度と高い測光精度のデータが蓄積され、極大期と極小期を含む可視と近
赤外の変光曲線の解析からかつてない精度で近赤外遅延時間が決定されている。本講演では実際に観測されたV
バンドのインプットに対するKバンドの応答をダスト反響法の理論モデルで解析し、それによって決定されたダ
スト層の特徴の詳細を述べる。
一般に活動銀河核から発せられたVバンドのインプットは、円盤構造をもって中心核を取り囲むダスト層に吸
収されたのちKバンドでアウトプットすると考えられている。その近赤外応答はダスト円盤の幾何学的構造 (視
線に対するダスト円盤の傾斜角や円盤の厚さなど)だけでなく、物理的性質 (ダストの形成・融解の時間尺度など)
にも顕著に依存することがわかっている。
Kバンドの変光曲線が平均化されていることからダスト円盤の厚さに制限がつき、非対称からダスト円盤の傾
斜角に制限がつく。また極小期と極大期のそれぞれの時点での近赤外遅延時間の測定からダストの形成・融解の
時間尺度に制限がつく。これらの制限を定量的に評価し、変光曲線がダスト反響法の枠のなかで説明し切れるの
かどうかについても踏みこんだ考察をする予定である。


